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勤務時間削減（働き方改革）と教員の学びと成長の
実感の両立を探る 町支大祐先生（帝京大学専任講師）

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています



（ご紹介）

町支大祐
ちょうし だいすけ

帝京大学 大学院教職研究科 専任講師

東京大学経済学部卒業後、横浜市立中学校教諭。その後、
東京大学大学院に入学し、修士修了、博士課程満期退学。
青山学院大学・立教大学等を経て、2019年度より現職。

研究の関心：教員の学びや成長とそれを支える組織
教員のキャリア、人事異動、働き方 etc

＜著作＞
・脇本・町支・中原（2015）『教師の学びを科学する-
データから見える若手の育成と熟達のモデル』北大路書房
・辻・町支・中原（2019）『データから考える教師の働
き方入門』毎日新聞出版





それではご覧ください



「働き⽅の改善」と「学びの充実」の
両⽴を⽬指して

町⽀⼤祐（帝京⼤学）



町⽀ ⼤祐（ちょうしだいすけ）
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所属：帝京⼤学 教職⼤学院 講師

研究：教員の学びや成⻑とそれを⽀える組織
教員のキャリア、⼈事異動、働き⽅ etc

実践：⾏政研修や勉強会,各種ワークショップの講師
ホームページ：http://cdai80.wordpress.com/



今回焦点を当てる調査研究

3https://berd.benesse.jp/feature/focus/32/

●調査概要
・調査名 ：帝京⼤学町⽀研究室×ベネッセ教育総合

研究所×横浜市教育委員会(2022)
「教師の働き⽅と学び⽅に関する調査」

・対象 ：横浜市⼩学校教員264名
・実施時期：2022年2‐3⽉

３つのポイント



1)今なぜ教師の学び？
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＜社会変化＞ ＜必要とされる
資質能⼒や
実践の変化＞ ＜新たな教育を

実現するための
教師の学び ＞

Society 5.0など
今期の学習指導要領

かもしれませんが・・・
①教育改⾰の中で



今の学校は多様な課題に向き合っている

●こうした課題に向き合うためにも
「教師の学び」は必要

(いずれも⽂科省サイトより)
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2)教師の働き⽅は？

● 教職員勤務実態調査 2022
● TALIS 2018

(内⽥洋⾏教育総研)

国際的にも
ダントツ⻑時間過労死ライン以上

⼩14%中37%



働き⽅改⾰の現状
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R3年度教育委員会における
学校の働き⽅改⾰のための取組状況調査

徐々に改善はしている



働き⽅改⾰の現状
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＞しかし、いまだ⼗分ではない。
例えば、学⽣の⾒⽅は…

徐々に改善はしている

⽇本若者協議会しらべ

⻑時間過密労働は
改善の途上
引き続き重要な課題

2022.3‐4調査



3)両者の関係は？
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教員の
学びの
充実

どちらも⼤事



両者の関係に関する仮説
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「学び、
挑戦する」
ことの充実

時間が
かかって
しまう

学び 働き⽅

＞ジレンマ状態かも・・・



両者の関係に関する仮説
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「学び、
挑戦する」
ことの充実

時間が
かかって
しまう

学び 働き⽅

やる事を
削る

働き⽅

「学び、
挑戦する」
ことも
限定的に

学び逆に

＞ジレンマ状態 かも・・・

新しい事を
やりづらい



調べてみました
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●調査概要
・調査名 ：帝京⼤学町⽀研究室×ベネッセ教育総合

研究所×横浜市教育委員会(2022)
「教師の働き⽅と学び⽅に関する調査」

・対象 ：横浜市⼩学校教員264名
・実施時期：2022年2‐3⽉

●調査のポイント
1)教員の働き⽅と学び⽅、その関係



教師の学びの重要性
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※調査結果は全てシンプルな相関関係で⽰しています

学べているほど、⼦どもたちの成⻑実感⾼い



学びと在校時間の関係

14

＞ジレンマ状態!?

＞でも、両⽴できている⼈も中にはいる？

学べているほど在校時間⻑い



調べてみました
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●調査概要
・調査名 ：帝京⼤学町⽀研究室×ベネッセ教育総合

研究所×横浜市教育委員会(2022)
「教師の働き⽅と学び⽅に関する調査」

・対象 ：横浜市⼩学校教員264名
・実施時期：2022年2‐3⽉

●調査のポイント
1)教員の働き⽅と学び⽅、その関係
2)両⽴できている教員・学校の特徴とは？



両⽴している⼈
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45h‐‐‐



両⽴している⼈・組織の特徴

17

より良い教育のための働き⽅改⾰

・時間削減⾃体が⽬的？
・その先に教育の質向上を⾒据えているか



両⽴している⼈・組織の特徴
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ジョブクラフティングしている
・仕事そのものに対する変更
・仕事の捉え直し



両⽴している⼈・組織の特徴
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前例踏襲ではない
個⼈が新しいことにチャレンジできる



両⽴している⼈・組織の特徴
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その背景には、
⼼理的安全性や助け合い？



両⽴している⼈・組織の特徴

21

(校⻑について)

(校⻑について)

組織の⽅向性に個⼈の思いが反映されている
そのもとで個⼈の挑戦を⽀援
（組織と個⼈の⽬線合わせと⽀援）



ここまで
●より良い教育のための働き⽅改⾰
＞この意識がなければ学びの質の維持や向上を
考えないだろう

●ジョブ・クラフティング

●個⼈が柔軟に新たなやり⽅にチャレンジ
：それを⽀える⼼理的安全性
：組織と個⼈の⽬線合わせ、挑戦の⽀援

＞挑戦としての働き⽅改⾰
22



ジョブクラフティングと
働き⽅

23



これまでの働き⽅改⾰への関わり
●2018‐2021 横浜市×中原研 働き⽅プロジェクト

：量的調査
：モデル校での改善プロジェクト
：「働き⽅改⾰を進められる校⻑」の

育成研修

●多くの⾃治体、学校での実践プロジェクト
・静岡県・⼤分県・徳島県
・千葉県・宮城県 etc
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結構強めの反発を受けることもある
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我々のやりがいを
奪いに来たんですか？

やめてください

働き⽅改⾰？

本⾳ではやりたく
ないです



こんなデータもある

26残業カットに「 罪悪感・ためらい 」を感じている!?



働き⽅改⾰
「本⾳ではやりたくない」の背景に？
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○献⾝的教師像（久富1998,⻑⾕川2021）

”何をどこまでやればその職務を果たしたことに
なるのかを⼀義的に定められない”（無確定性）
”それゆえ必要と⾒なせばどんなことでも取り組
もうとする”（無限定性）
”そうした無限定的な働き⽅をすることを良きこ
とと⾒なす”（献⾝的教師像）

＞労働時間の上限を設定する
＝時間をかければその⼦のためにできることが
あるのに、それができなくされてしまう

怒り
悲しみ



漠然とした思い
○「献⾝的教師像」
：⻑時間労働の温床？

←→⽇本の多くの学校を⽀えてきた/⽇本の教師のア
イデンティティー

○こうした教師像を持つ⼈たちが賛同できないような
働き⽅改⾰をしようとしても、うまくいかないのでは
ないか？

＞時間を減らしても納得できる働き⽅改⾰
「時間を減らしても教育の質が維持されたり向上
されるような働き⽅改⾰」を模索する必要がある
のでは？ 28



JCへの着⽬
○「時間を減らしても教育の質が維持されたり向上さ
れるような働き⽅改⾰」
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ある
実践

同じやり⽅で
単純に縮⼩

そもそも何のために？
その⽬的のためなら
別の⽅法もあり得る？

残念感漂う

異なるやり⽅で
⽬的の実現を

⽬指す

・認知的JCを伴う
・挑戦としての
働き⽅改⾰

働き⽅改⾰



例えば校内研究に着⽬
●教科や⼿法を統⼀して
⾏わなくても良いのでは？

●より持続可能かつ
効果的な校内研究もあるのでは？

＞これから調査を⾏う予定

以上です！
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